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１．はじめに

　わが国の確定給付型企業年金（以下、「企業年

金」）は、2007年・08年と残念ながら２年連続

でマイナスの資産運用リターンを経験した。特

に08年は、わが国の企業年金資産運用の歴史上、

最悪の落ち込みとなった。しかしながら、あえて

誤解を恐れずに言えば、運用関係者にとって、こ

の最悪の数字よりもショックだったのは、いろい

ろな工夫を積み重ねながら推進してきたはずの

「分散投資」が、狙い通りに機能しなかったこと

だったのではなかろうか？（注１）

　投資環境は、09年３月中旬以降、最悪期は脱

したかの感はあるものの、残念ながら、とても安

心できるような状況にはないというのが現状であ

ろう。

　米国サブプライムローン問題に端を発した、世

界的信用収縮・流動性収縮がもたらした市場の動

今後の企業年金と資産運用




